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大
阪
府
守
口
市
梶
町
一
―
二
〇
―
一
―
一
〇
〇
六
　
　
印
刷
所  

株
式
会
社
テ
ィ
・
プ
ラ
ス  ［
非
売
品
］

［
事
務
局
・
高
橋
楽
苑
］

（
年
十
一
回
刊
行･

三
月
一
日
発
行
）
第
六
十
五
巻  

第
十
一
号  

通
巻
七
〇
二
号
　
編
集･

発
行
人
　
小
笠
原
不
求

令和８年 春季昇段級試験
６月４日（木）必着

一般・高校《試験概要》　※小・中学生の試験要項はP18参照。
・出品上の注意は支、部長・個人会員宛送付の「春季昇段級試験要項」をご参照ください。

■漢字部

類 段級 課題①
（書体書風自由）

課題②
臨書（任意の箇所） 合計

Ａ
※

現準師範
　～八段

半切２枚
（２書体）

・九成宮醴泉銘
・集字聖教序
・書譜
� 各６文字

半紙各１枚
計３枚

半切２枚
半紙３枚

Ｂ
現七段　
　～初段 半切１枚

半切１枚
半紙３枚

Ｃ
現準初段
～新出品

半紙２枚
（２書体）

・九成宮醴泉銘
� ５文字

半紙１枚 半紙３枚

※【Ａ類特例：75歳以上の方】 Ａ類の課題①半切１枚・課題②臨書半紙３枚及び、Ｃ類の課題①半紙1枚（計５枚）でも可。

受験料（各部共）
Ａ類� ５,０００円
Ｂ類� ４,０００円
Ｃ類� ３,０００円

類別の変更点
Ｂ類・Ｃ類の段級の境
目を、二段・初段から
初段・準初段に変更し
ます。

■仮名部

段級 課題①
（散らし書き）

課題②
臨書（任意の箇所） 合計

Ａ
現準師範
　～八段 半切１枚

半紙１枚

・高野切
　第三種
・関戸本
　古今集
� 各１頁

半紙
各１枚
計２枚

半切１枚
半紙３枚

Ｂ
現七段　
　～初段 ・高野切

　第三種
� １頁

半紙
１枚

半切１枚
半紙２枚

Ｃ
現準初段
～新出品

半紙１枚 半紙２枚

●�料紙使用可。臨書用の料紙が半紙より小さい場合は、半
紙に貼って提出。

■硬筆部課題

段級 課題①
変更有

課題②ａ·ｂ
変更有 合計

Ａ
※
現準師範
　～八段

楷
・
行　
（
２
書
体
・
Ａ
４
各
１
枚
）

和歌（課題②ａ）は
草書まじり、
歌意（課題②ｂ）は
行草まじりで、ま
とめてＡ４・１枚
に書く。
※P19作品例参照

Ａ４
用紙
３枚

Ｂ
※
現七段　
　～初段

Ｃ
現準初段
～新出品

―
Ａ４
用紙
２枚

●Ａ４用紙は罫線の無いものに限る。
※【Ａ・Ｂ類特例：75歳以上の方】
　課題①のみでも可。（Ａ４用紙２枚）

漢
字
部　

Ａ
・
Ｂ
類　

課
題
①
（
半
切
）

　

夜
雨
連
明
春
水
生　

嬌
雲
濃
暖
弄
微
晴

�

　
蘇
舜
欽

漢
字
部　

Ｃ
類　

課
題
①
（
半
紙
）

　

花
發
多
風
雨�

于
武
陵

仮
名
部　

課
題
①
（
半
切
・
半
紙
）

　

み
わ
山や

ま

を　

し
か
も
か
く
す
か

　

春は
る

霞が
す
み
　

人
に
知
ら
れ
ぬ

　

花
や
さ
く
ら
む

�

古
今
和
歌
集 

九
十
四
番　

紀
貫
之

硬
筆
部
Ａ
・
Ｂ
類　

課
題
②
ａ
（
Ａ
４
）

　

仮
名
部
課
題
①
と
同
じ

硬
筆
部
Ａ
・
Ｂ
類　

課
題
②
ｂ
（
Ａ
４
）

　

‌�［
歌
意
］
春
霞
が
三
輪
山
を
こ
ん
な
に
も
隠

し
て
い
る
こ
と
よ
。
三
輪
山
に
は
人
に
し
ら

れ
な
い
花
が
咲
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

�

出
典
：『
古
今
和
歌
集
』
岩
波
書
店

硬
筆
部　

課
題
①
（
Ａ
４
）

　

�

啓　

母
や
伯
母
と
一
し
よ
に
花
を
見
た
り
都

踊
り
へ
行
つ
た
り
の
ん
き
な
や
う
な
忙
し
い

や
う
な
怪
し
げ
な
日
を
送
つ
て
居
り
ま
す

　
　
　

御
室
仁
和
寺

　
　

花
散
る
や
牛
の
額
の
土
埃

　
　
　

四
月
六
日　

京
都　

龍
之
介

�

出
典
『
芥
川
龍
之
介
全
集
第
六
巻
（
書
簡
集
）』

�

筑
摩
書
房

※
訳
や
解
説
は
18
頁
を
ご
参
考
く
だ
さ
い
。

　

次
号
に
手
本
数
点
掲
載
予
定
で
す
。



　
小
・
中
学
生
《
試
験
概
要
》

�

※
幼
稚
園
児
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
般
・
高
校

�

《
試
験
課
題
解
説
・
出
品
上
の
注
意
》

令
和
八
年 

春
季
昇
段
級
試
験

■
毛
筆
部　

課
題
（
新
学
年
で
出
品
）

中
学

芽
を
吹
く
春　
※
書
体
書
風
自
由

小
六

万
国
平
和　
　
※
行
書
可

小
五

海
の
入
日

小
四

美
し
い
心

小
三

一
ば
ん
星

小
二

夕
日

小
一

ま
ち

〈
段
級
区
分
・
提
出
用
紙
〉

　

Ｄ
類　

現
八
段
～
五
段
地　

…
半
切

　

Ｅ
類　

現
四
段
天
～
準
初
段
…
半
切
四
分
の
一

　

Ｆ
類　

現
１
級
天
～
新
出
品
…
半
紙

■
硬
筆
部

・‌�

二
十
字
程
度
の
任
意
の
字
句
を
規
定
の
硬
筆
用
紙

（
新
）
に
書
く
。

・
小
学
生
は
鉛
筆
、
中
学
生
は
ペ
ン
を
使
用
。

・
消
し
ゴ
ム
使
用
は
不
可
。

・
段
級
の
Ｄ
・
Ｅ
・
Ｆ
区
分
は
毛
筆
部
と
同
じ

受
験
料　

各
８
０
０
円

出
品
上
の
注
意

提
出
〆
切　
六
月
四
日
（
木
）
稲
葉
宅
必
着

結
果
発
表　

七
月
号

出
品
方
法
（
名
簿
作
成
・
出
品
料
納
付
等
）

　

詳
細
は
、
支
部
長
・
個
人
会
員
に
送
付

の
「
春
季
昇
段
級
試
験
要
項
」
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。

漢
字
部
Ａ
・
Ｂ
類　

課
題
①
（
半
切
）

　

夜
雨
連
明
春
水
生　

嬌
雲
濃
暖
弄
微
晴

読
み　

�

夜や

雨う 

明め
い

に
連つ
ら
なな
っ
て
春
し
ゅ
ん

水す
い

生し
ょ
うじ
、
嬌
き
ょ
う

雲う
ん 

濃の
う

暖だ
ん 

微び

晴せ
い

を
弄ろ
う

す
。

訳　
　

‌�

夜
中
に
降
り
出
し
た
雨
が
明
け
方
ま
で
続

い
て
、
春
の
水
が
堀
に
み
な
ぎ
り
、
媚な

ま
めか

し
い
雲
が
濃
く
暖
か
く
、
少
し
晴
れ
間
を

の
ぞ
か
せ
た
空
に
遊
ん
で
い
る
。

�

出
典
『
中
国
名
詩
選
（
下
）』
岩
波
書
店

作
者　

�

蘇そ
し
ゅ
ん
き
ん

舜
欽　

11
世
紀
前
半　

北
宋
時
代
の
政

治
家
・
文
学
者
。

漢
字
部
Ｃ
類　

課
題
①
（
半
紙
）

　

花
發
多
風
雨

読
み　

花
發ひ

ら

け
ば
風
雨
多
し
。　
『
勧
酒
』
よ
り

訳　
　

‌�

花
に
嵐
は
つ
き
も
の
だ
。

�

出
典 『
中
国
名
詩
選
（
下
）』
岩
波
書
店

作
者　

�

于う

武ぶ

陵り
ょ
う
　

９
世
紀　

唐
の
詩
人
。

仮
名
部　

課
題
①
（
半
紙
・
半
切
）
及
び

硬
筆
部
Ａ
・
Ｂ
類
課
題
②
ａ
・
ｂ
（
Ａ
４
）

読
み
・
歌
意 

は
裏
表
紙
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
出

典
は
不
要
で
す
。

作
者　

�

紀
貫
之
…
平
安
時
代
前
期
か
ら
中
期
に
か

け
て
の
貴
族
・
歌
人
。

硬
筆
部　

課
題
①

　

下
島
勲
氏
（
俳
人
・
医
師
）
宛
て
の
京
都
か
ら

の
絵
葉
書
よ
り
。
句
読
点
は
あ
り
ま
せ
ん
。
拗
音

と
促
音
（
小
書
き
文
字
）
は
大
文
字
に
な
っ
て
い

ま
す
。
出
典
は
不
要
で
す
。

作
者　

�

芥
川
龍
之
介
（
１
８
９
２
年
～ 

１
９
２
７

年
）
日
本
の
小
説
家
。
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